
行旅死亡人とは、名前や身元がわからず引き取り人不明の死者を表す法律用語です。

2020年4月、兵庫県尼崎市のアパートで高齢女性が孤独死しました。部屋の金庫に3400万円の現金を

残して。

この本は官報でその記事に興味を持った記者が、彼女の半生を追ったノンフィクション作品です。

偽名を使い、年金手帳や健康保険証も持たず住民登録もしていない女性。警察や探偵がどんなに調べ

ても彼女が何者かを知ることが出来ませんでした。

調べるほどに謎が謎を呼ぶ中、記者は数少ない遺品から彼女の身元と足跡を辿ろうとします。彼女が

生きた証は必ずどこかにあると信じて。

皆さんもその足跡を記者と一緒に辿ってみてはいかがでしょうか？
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今月のランナーは細谷 章男さんです!!

開館時間

9：00～19：00

8月の休館日

5・13・19・26日

今月のおはなし会は

8月17日(土）

11：00～11：30です

♪ありがとうございました!!次のランナーは佐東 幸治さんです♪

サルスベリ（百日紅）

夏の茹だるような暑さの中、紅色やピンクの鮮やかな花を咲かせるサルスベリ。木登り上手なサルでも滑り落

ちるほど樹皮が滑らかなことからこの名が付けられました。また、花の咲く期間が長いことから「ヒャクジツコウ」

の別名もあり、「百日紅」の漢字が付けられました。実は、花は開花した日に萎んでしまう一日花なのですが、

次々と蕾が開花し、それが100日近く咲き続けます。日本へは植栽樹として江戸時代以前に渡来したと言われ

ており、主に寺院や神社などに多くみられます。耐病性があり必要以上に大きくならないことから街路樹として

も植えられ、町内ではあおば地区の県道沿いで見ることができます。

「ほっとした思いで見回した庭の一角、築山の似せた岩組の脇で、ピンクの花をつけた百日紅に目がとまる。

周囲が緑ばかりの中で、そこだけが目の覚めるような鮮やかな色を呈していた。」（『風花病棟』帚木蓬生∥著

新潮社 【913.6/ハ】）

小説の中では、主人公の亡き父親が大切に育てたサルスベリで同じ個所で枝を切ってコブ

を作り、そのコブが大きいほど良いものだとか。町指定文化財の旧柏倉惣右衛門家住宅に

ある大きなサルスベリは、樹齢も相当あるようで、紅色の花と見事なコブを見せてくれます。

『ある行旅死亡人の物語』
武田 惇志/著 伊藤 亜衣/著

毎日新聞出版 【916/タ】

夏休みイベント『ほんわ館からの脱出』絶賛開催中です!!

7月28日(日)から8月4日(日)まで、夏休みイベント『ほんわ館からの脱出』を開催しています。ほんわ館で脱出成功

して、楽しい夏の思い出を作りましょう♪たくさんのご参加をお待ちしています!!



ここに掲載されている本は一部です

新しく入った本

【小説・エッセイ】

【こどものほん】

【生活書・教養書】

『了巷説百物語』

京極 夏彦/著 KADOKAWA 【913.6/キ】

『古本食堂』

原田 ひ香/著 角川春樹事務所 【913.6/ハ】

『雪渡の黒つぐみ』

桜井 真城/著 講談社 【913.6/サ】

『パンどろぼうのせかいいちかんたん

こどもとつくるパンレシピ』

吉永 麻衣子/料理 KADOKAWA 【596.6/ヨ】

『世界一簡単！７０歳からのスマホの使いこなし術』

増田 由紀/著 アスコム 【694.6/マ】

『科捜研の砦』

岩井圭也/著 KADOKAWA 【913.6/イ】

『明智恭介の奔走』

今村昌弘/著 東京創元社 【913.6/イ】

『難問の多い料理店』

結城真一郎/著 集英社 【913.6/ユ】

『日本の虫旅』

地球の歩き方 Gakken 【291.0/二】

『吉田類の愛する低山30 2合目』

吉田類/著 NHK出版 【291.0/ヨ/2】

『がん闘病日記 お金よりずっと大切なこと 』

森永 卓郎/著 三五館シンシャ 【916/モ】

『首木の民』

誉田 哲也/著 双葉社 【913.6/ホ】

『あの花が咲く丘で、君とまた出会えたら。Another』

汐見 夏衛/著 スターツ出版 【913.6/シ】

▶ 『かぶとむし
はじめてのミニずかん』

海野 和男/写真 ポプラ社 【E/ウ】

◀ 『そらいろ男爵』
ジル ボム/文 ティエリー デデユー/絵

主婦の友社

【E/テ】

『ちゃんと知りたいペットのお薬のこと』

金田 寿子 山口登志宏/著 緑書房【645.9/カ】

『新心霊探偵 赤眼の呪縛 』

神永 学/著 講談社 【913.6/カ】

『介護のことになると親子はなぜすれ違うのか』

神戸 貴子/著 ﾒﾃﾞｨｶﾙ･ｹｱ･ｻｰﾋﾞｽ 【369.2/カ】

『小さな思いつき集』

暮しの手帖編集部/編 暮しの手帖社【590.4/チ】

【寄贈ＤＶＤ】
◀ 『わたしの母ちゃんは

オナカマでした』

▶ 『土橋獅子踊 保存編』

※どちらも「ふるさと映像残し隊」

の制作です

～あつまれ！

コミック

エッセイ～

今月のおすすめコーナー

※他にもたくさんご用意しています

『おまつり万歳！日本

全国、四季のまつりと

ご当地ごはん』

たかぎ なおこ/著

文藝春秋

【386.1/タ】

『OH！麺！』

杏耶/著 一迅社

【596.3/ア】

『ナースゆつきの

怪奇な日常』

ゆつき/作

飛鳥新社【916/ユ】

『ねこ背を治したい

にゃー』

はませのりこ/著

イースト・プレス

【498.3/ハ】

『人見知りの自分を

許せたら 生きるの

がラクになりました』

わたなべぽん/著

KADOKAWA

【361.4/ワ】


